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的サポートへのニーズの把握その 1（研究 1） 
 
Ⅲ がん患者が抱える心理社会的諸問題に対する現状認識および心理
的サポートへのニーズの把握その 2 (研究 2) 
 






   












者の自殺のリスクは高い（ Yamauchi, Inagaki, Yonemoto, Iwasaki, 
Inoue, Akechi, Iso,& Tsugane，2014）。その背景には、身体的苦痛、心
理的苦痛、社会的苦痛だけでなく実存的苦痛との関連が示唆され（柏木，
2001）、実存的苦痛から生じる絶望感はがん患者の希死念慮の予測因子




(Breitbart, Rosenfeld, Gibson, Pessin, Poppito, Neison, Tomarken, 
Timm Berg, Jacobson, Sorger , Abbey, & Olden，2010 ;Chochinov, 
Hassard, Kristjanson, McClement, & Harlos , 2005）、本邦での報告









Bloch, Smith, Miach, Clarke, Ikin, Love, Ranieri,& McKenzie，2003; 
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Spiegel, Morrow, Classen, Raubertas, Stott, Mudaliar, Pierce, Flynn, 
Heard, & Riggs，1999; Lebel, Maheu, Lefebvre, Secord, Courbasson, 
Singh, Jolicoeur, Benea, Harris, Fung, Rosberger, & Catton ，




Status（以下 PS)が 0～2 の患者を対象にし、132 名(男性 35 名、女性 97
名、平均年齢 59.7 歳(SD=11.63)、原発がん：乳腺 71 名、消化器系 17




























なお、心理状態を Profile of Mood States (以下、POMS；情緒状態を評
価する尺度(横山・荒記・川上，1990））、コーピングスタイルは Mental 
Adjustment to Cancer (以下、MAC;がんに対する対処様式の評価尺度(明
智・久賀・岡村・三上・西脇・福江・山脇・内富（1997））、性格特性を
日本語 Big five 尺度(和田, 1996)を用いて評価した。「現状認識」およ
び「ニーズ」を特定するために、286 名（男性 186 名、女性 98 名、不


















































































害がみられることが多数報告されている（Fukunishi, Kita, Sugawara, 
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